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高
齢
者
ケ
ア
に
お
い
て
、
夜
間
の
見
守
り
は
利
用
・
入
所

者
の
安
全
と
安
心
を
守
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
重
要
な
業
務

で
す
。 

し
か
し
同
時
に
、
限
ら
れ
た
人
員
の
な
か
で
細
や
か
な
対
応

を
求
め
ら
れ
る
夜
間
介
護
は
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
で
も
あ
り
ま
す
。 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
仁
生
園
で
は
、
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ

ッ
ド
社
製
の
睡
眠
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
眠
り
S

C

A

N
」
を
導
入
し
、
利
用
・
入
所
者
の
睡
眠
状
態
を
可
視
化
す

る
こ
と
で
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
ケ
ア
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 

本
特
集
第
二
回
で
は
、
実
際
の
運
用
を
通
じ
て
見
え
て
き

た
現
場
の
変
化
と
、
入
居
者
・
ス
タ
ッ
フ
双
方
に
も
た
ら
さ

れ
た
成
果
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。 

夜
間
介
護
の
課
題
に
ど
う
向
き
合
う
か 

介
護
施
設
に
お
け
る
夜
間
業
務
で
は
、
転
倒
・
離
床
・
体

調
変
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
即
応
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

従
来
は
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
定
期
巡
回
や
声
か
け
、
目
視
確

認
を
中
心
と
し
た
見
守
り
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

だ
け
で
は
入
居
者
一
人
ひ
と
り
の
睡
眠
状
態
を
継
続
的
に
把

握
す
る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。 

仁
生
園
で
も
、
夜
間
の
巡
回
時
に
「
起
こ
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
配
慮
と
、
「
異
変
を
見
逃
し
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
緊
張
感
の
両
立
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
「
眠
り
S

C

A

N
」
の
導
入

は
、
単
な
る
機
器
の
導
入
で
は
な
く
、
夜
間
ケ
ア
の
あ
り
方

を
見
直
す
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。 

睡
眠
デ
ー
タ
の
見
え
る
化
が
も
た
ら
し
た
変
化 

「
眠
り
S

C

A

N
」
の
導
入
に
よ
り
、
入
居
者
の
体
動
、

呼
吸
状
態
、
睡
眠
・
覚
醒
の
傾
向
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握 

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
感
覚
的
に
捉
え
て
い
た
夜
間
の
様
子
が
、
客

観
的
な
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ

は
よ
り
的
確
な
判
断
を
下
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

た
と
え
ば
、
あ
る
利
用
・
入
所
者
は
夜
間
に
何
度
も
覚

醒
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
際
に
は
短
い
体
動
を

繰
り
返
し
な
が
ら
浅
い
睡
眠
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
巡
回
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
声
か
け
の
方
法
を

見
直
し
、
本
人
の
睡
眠
を
妨
げ
に
く
い
ケ
ア
へ
と
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
別
の
利
用
・
入
所
者
で
は
、
普
段
と
異
な
る
呼

吸
パ
タ
ー
ン
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
早
期
に
体
調
変
化

の
兆
候
を
把
握
。
医
療
職
と
の
連
携
に
よ
り
迅
速
な
対
応

に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
「
眠
り
S

C

A

N
」
は
単
な
る
見
守

り
機
器
で
は
な
く
、
利
用
・
入
所
者
の
状
態
に
応
じ
た

“
根
拠
あ
る
ケ
ア
”
を
支
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
機
能
し
て

い
ま
す
。 

ス
タ
ッ
フ
の
負
担
軽
減
と
ケ
ア
の
質
の
両
立 

夜
間
巡
回
は
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
精
神
的
・
身
体

的
な
負
担
が
大
き
い
業
務
の
ひ
と
つ
で
す
。 

と
く
に
限
ら
れ
た
人
数
で
複
数
の
入
居
者
を
見
守
る
場

合
、
巡
回
の
頻
度
や
優
先
順
位
の
判
断
が
難
し
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

仁
生
園
で
は
、
「
眠
り
S

C

A

N
」
の
導
入
に
よ

り
、
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
重
点
的
に
見
守
る
運
用
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。 

 

全
て
の
居
室
を
同
じ
間
隔
で
巡
回
す
る
の
で
は
な
く
、

睡
眠
状
態
や
異
変
の
兆
候
を
踏
ま
え
て
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
動
き
に
メ
リ
ハ
リ
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。 

特
集
第
二
回
：
眠
り
S

C

A

N
が
変
え
た
現
場
の
夜 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
仁
生
園
に
お
け
る
導
入
後
の
実
践
と
成
果 

インドネシア出身の介護特定技能職員も着物で参加し、会場を華やかに彩りまし

た。お互いの文化に触れながら、笑顔あふれる交流のひとときとなりました。 
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こ
れ
に
よ
り
、
夜
間
の
業
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
だ
け
で

な
く
、
巡
回
や
記
録
に
割
い
て
い
た
時
間
を
、
よ
り
直
接
的

な
ケ
ア
や
緊
急
対
応
に
振
り
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

 

結
果
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
落
ち
着
い
て
業

務
に
あ
た
れ
る
環
境
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

利
用
・
入
所
者
と
ご
家
族
の
安
心
に
つ
な
が
る
取
り
組
み 

高
齢
者
ケ
ア
に
お
い
て
は
、
利
用
・
入
所
者
者
本
人
の
安

心
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
信
頼
も
非
常
に
重
要
で
す
。 

 

「
夜
間
に
き
ち
ん
と
見
守
っ
て
も
ら
え
て
い
る
の
か
」

「
体
調
の
変
化
を
見
逃
し
て
い
な
い
か
」
と
い
っ
た
不
安
に

対
し
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
説
明
が
で
き
る
こ
と
は
大
き
な

強
み
と
な
り
ま
す
。 

仁
生
園
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
睡
眠
状
況
や
夜
間
の
様
子

を
踏
ま
え
た
説
明
を
行
う
こ
と
で
、
ご
家
族
へ
の
安
心
感
の

提
供
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。 

 

目
に
見
え
に
く
い
夜
間
ケ
ア
の
内
容
を
可
視
化
で
き
る
点

は
、
施
設
と
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
円
滑
に

す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。 

利
用
・
入
所
者
に
と
っ
て
も
、
不
要
な
巡
回
や
声
か
け
が

減
る
こ
と
で
、
よ
り
自
然
な
睡
眠
環
境
が
保
た
れ
や
す
く
な

り
ま
し
た
。 

 

「
見
守
ら
れ
て
い
る
安
心
感
」
と
「
眠
り
を
妨
げ
な
い
配

慮
」
が
両
立
で
き
る
こ
と
は
、
Q

O

L
向
上
の
観
点
か
ら

も
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。 

現
場
か
ら
見
え
た
導
入
効
果 

仁
生
園
で
の
運
用
を
通
じ
て
、
特
に
次
の
よ
う
な
効
果
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
睡
眠
状
態
の
把
握
精
度
が
向
上
し
た 

利
用
・
入
所
者
ご
と
の
睡
眠
傾
向
を
把
握
し
や
す
く
な
り
、

個
別
性
の
高
い
ケ
ア
に
つ
な
が
っ
た
。 

・
夜
間
の
異
変
に
早
期
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た 

体
動
や
呼
吸
の
変
化
を
も
と
に
、
必
要
な
場
面
で
迅
速
に 

対
応
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
。 

・
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た 

巡
回
の
効
率
化
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
人
員
で
も
質
の
高
い 

見
守
り
が
可
能
に
な
っ
た
。 

・
利
用
・
入
所
者
と
ご
家
族
の
安
心
感
が
高
ま
っ
た 

目
に
見
え
る
形
で
ケ
ア
の
質
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な 

り
、
信
頼
関
係
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
単
に
業
務
の
効
率
化
に
と
ど
ま
ら

ず
、
施
設
全
体
の
ケ
ア
の
質
を
底
上
げ
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

常
務
理
事
園
長 

竹
中
洋
氏
の
コ
メ
ン
ト 

仁
生
園
の
常
務
理
事
園
長
・
竹
中
洋
氏
は
、
導
入
後
の
変

化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。 

「
眠
り
S

C

A

N
を
導
入
し
て
か
ら
、
夜
間
の
ケ
ア
に
お

け
る
“
見
え
な
か
っ
た
部
分
”
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

利
用
・
入
所
者
お
一
人
お
ひ
と
り
の
睡
眠
状
態
を
把
握
で

き
る
こ
と
で
、
必
要
な
支
援
を
よ
り
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
、
感
覚
に
頼
る
の
で
は
な

く
デ
ー
タ
を
も
と
に
判
断
で
き
る
こ
と
は
大
き
な
安
心
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
こ
の
仕
組
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
利
用
・
入
所
者

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
快
適
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
を

整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」 

 

専
門
家
の
視
点
か
ら
見
る
仁
生
園
の
意
義 

介
護
現
場
に
お
け
る
I

C

T
活
用
は
、
今
や
単
な
る
業

務
効
率
化
の
手
段
で
は
な
く
、
ケ
ア
の
質
を
高
め
る
た
め
の

重
要
な
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

仁
生
園
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
「
夜
間
ケ
ア

の
見
え
る
化
」
と
い
う
点
で
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
い
ま

す
。 

睡
眠
は
高
齢
者
の
健
康
維
持
に
深
く
関
わ
る
要
素
で
あ

り
、
睡
眠
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
体
調
変
化
の
早
期
発

見
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

「
眠
り
S

C

A

N
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
、

現
場
の
経
験
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り

精
度
の
高
い
ケ
ア
判
断
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
実
践
は
、
今
後
の
介
護
施
設
に
お
け
る
標
準
的

な
取
り
組
み
の
一
つ
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。 

次
回
予
告 

第
二
回
で
は
、
仁
生
園
に
お
け
る
「
眠
り
S

C

A

N
」
導
入
後
の
変
化
と
、
そ
の
具
体
的
な
効
果
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
。 

 

次
回
の
第
三
回
で
は
、
さ
ら
に
視
点
を
広
げ
、
デ
ー
タ

活
用
に
よ
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
最
適
化
や
、
現
場
ス
タ
ッ
フ

の
声
を
通
じ
て
、
導
入
が
施
設
運
営
全
体
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
掘
り
下
げ
て
い
き
ま
す
。 

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 
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〈
特
集
第
二
回
：
眠
り
S

C

A

N
が
変
え
た
現
場
の
夜
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
仁
生
園
に
お
け
る
導
入
後
の
実
践
と
成
果
〉 
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令
和
八
年
三
月
十
九
日
（
木
）
に
令
和
八
年
第
二
百
四
十

回
理
事
会
及
び
令
和
八
年
第
一
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

令
和
八
年
度
事
業
計
画
と
当
初
予
算
の
議
案
等
が
、
審
議
の

う
え
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
一
）
令
和
七
年
度
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て 

収
入
に
つ
い
て
は
、
下
半
期
の
実
績
に
基
づ
き
補
正
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。
支
出
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算
を
超
え

る
支
出
や
計
画
外
の
支
出
に
対
応
す
る
た
め
、
必
要
な
予
算

を
増
額
し
、
補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
資
金
運
用
の
適

正
化
を
図
る
た
め
の
補
正
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た 

（
二
）
令
和
八
年
度
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
事
業
運
営
方
針
及

び
事
業
計
画
に
つ
い
て 

 

各
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
い
て
、
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
基
本
と
し
た
各
種
計
画
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

（
三
）
令
和
八
年
度
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
一
般
会
計
収
支
予

算
に
つ
い
て 

令
和
八
年
度
当
初
予
算
（
案
）
は
、
令
和
七
年
度
に
お
け

る
月
次
決
算
の
実
績
等
に
基
づ
き
、
支
出
を
最
小
限
に
抑
え

た
予
算
案
と
し
て
作
成
し
、
審
議
の
う
え
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
計
画
に
基
づ
き
、
円
滑
に
事
業
運
営
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

（
四
）
定
時
評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て 

 

令
和
八
年
六
月
十
八
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
開

催
。 第

二
百
四
十
回
理
事
会 

令
和
八
年
第
一
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

（
五
）
障
害
者
支
援
施
設
第
二
仁
生
園
園
長
選
任
に
つ
い
て 

久
保
倉
正
二
氏
を
第
二
仁
園
長
に
選
任
し
ま
し
た
。 

（
六
）
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
法
人
事
務
局
長
の
選
任
に
つ

い
て 

 

神
宮
司
易
氏
を
法
人
事
務
局
長
に
選
任
し
ま
し
た
。 

報
告
事
項 

○ 

外
国
人
特
定
技
能
者
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
）
の
受
入
に
つ

い
て 

○ 

厨
房
で
の
食
事
提
供
に
関
す
る
調
理
済
食
材
の
採
用
・

法
人
内
製
化
に
つ
い
て 

第
二
百
四
十
一
回
理
事
会 

令
和
八
年
第
二
回
評
議
員
会
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た 

令
和
八
年
五
月
二
十
八
日
（
木
）
に
第
二
百
四
十
一
回

理
事
会
、
令
和
八
年
六
月
十
八
日
（
木
）
に
令
和
八
年
第

二
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
七
年
度
の
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
審
議
の
う
え
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
一
）
令
和
七
年
度
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
事
業
報
告
に

つ
い
て 

令
和
七
年
度
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
化

の
推
進
を
進
め
、
見
守
り
支
援
シ
ス
テ
ム
や
関
連
機
器
を

整
備
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
入
所
者
様
の
安
全
性
向
上
、
介
護
の
質

の
向
上
、
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
年
度
を
通
じ
て
感
染
症
対
策
、
防
災
訓
練
、
地

域
と
の
連
携
行
事
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
、

利
用
者
様
に
安
心
と
楽
し
み
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
外
国
人
職
員
の
介
護
福
祉
士
資
格
取
得

に
お
い
て
三
名
が
合
格
し
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
ま
し

た
。 

（
二
）
令
和
七
年
度
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
決
算
報
告
に

つ
い
て 

令
和
七
年
度
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
審
議
の
う
え
承

認
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

（
三
）
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
経
理
規
程
の
一
部
改
正
に

つ
い
て 

経
理
規
程
の
一
部
改
正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 



                              

                              

                              
 

安
全
な
移
乗
介
助
と
腰
痛
予
防
を 

テ
ー
マ
に
職
員
研
修
を
実
施
し
ま
し
た 

  

北
杜
市
で
は
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援

事
業
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
や
介
護
予
防

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
（
金
）
十
六
時

～
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
仁
生
園
に
お
い
て
、
職
員
を
対

象
と
し
た
研
修
「
安
全
な
移
乗
介
助
の
方
法
と
介
助
者
の

腰
痛
対
策
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

研
修
で
は
、
利
用
者
の
残
存
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
、

安
全
に
移
乗
介
助
を
行
う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
介
助
者

の
身
体
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
姿
勢
・
動
作
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。 

 

「
持
ち
上
げ
る
介
助
」
で
は
な
く
、
「
利
用
者
の
力
を

引
き
出
す
介
助
」
と
い
う
考
え
方
を
も
と
に
、
現
場
で
実

践
し
や
す
い
介
助
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

当
日
は
、
峡
北
シ
ル
バ
ー
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
理
学
療
法
士 

竹
中 

悠 
氏
を
講
師
に
迎
え
、
立
ち
上
が
り
や
方
向
転
換

の
支
援
方
法
、
重
心
移
動
の
促
し
方
、
腰
痛
予
防
に
つ
な

が
る
身
体
の
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
利
用
者
に
と
っ
て
安
心
・
安

全
な
介
助
と
、
職
員
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る

支
援
の
あ
り
方
を
改
め
て
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
利
用
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
支
援
と
、

職
員
が
安
全
に
介
助
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 
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（
四
）
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
苦
情
解
決
相
談
委
員
会
設
置

要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

苦
情
解
決
相
談
委
員
会
設
置
要
綱
の
一
部
改
正
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

（
五
）
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て 

積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て
、
審
議
の
う
え
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

報
告
事
項 

〇 

社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
理
事
長
の
職
務
代
理
者
の
指
名

に
つ
い
て 

小
宮
山
光
彦
理
事
長
よ
り
令
和
八
年
四
月
十
五
日
に
常 

 

務
理
事 

統
括
施
設
長 

仁
生
園
園
長 

竹
中
洋
氏
が
理
事
長

の
職
務
代
理
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。 

〇 

厨
房
業
務
の
内
製
化
に
つ
い
て 

物
価
・
人
件
費
高
騰
を
背
景
に
、
令
和
八
年
四
月
か
ら

「
完
全
調
理
品
（
冷
蔵
品
）
」
を
活
用
し
た
直
営
体
制
へ
移

行
し
、
安
心
・
安
全
の
向
上
、
個
別
対
応
の
充
実
、
食
の
楽

し
み
の
拡
充
を
図
り
な
が
ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
も
踏
ま
え
た
継
続
的

な
食
事
提
供
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 



                              

                              

                              
 

 

研
修
で
学
ん
だ
「
安
全
な
移
乗
介
助
」
の
ポ
イ
ン
ト 

今
回
の
研
修
で
は
、
日
々
の
介
護
現
場
で
役
立
つ
移
乗

介
助
の
基
本
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

 

特
に
大
切
な
の
は
、
利
用
者
を
無
理
に
持
ち
上
げ
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
人
が
持
っ
て
い
る
力
を
引
き
出
し
な
が

ら
支
え
る
こ
と
で
す
。 

（
一
）
腰
痛
予
防
の
基
本
は
「
姿
勢
」
か
ら 

介
助
中
の
腰
痛
は
、
利
用
者
の
体
重
だ
け
が
原
因
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

前
か
が
み
に
な
る
、
身
体
を
ひ
ね
る
、
無
理
に
持
ち
上

げ
る
と
い
っ
た
動
作
が
重
な
る
こ
と
で
、
腰
へ
の
負
担
が

大
き
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
足
を
肩
幅
程
度
に
開
き

膝
と
股
関
節
を
使
っ
て
重
心
を
低
く
す
る
「
安
定
し
た
姿

勢
」
が
大
切
で
す
。 

（
二
）
「
引
っ
張
る
介
助
」
で
は
な
く
「
導
く
介
助
」
へ 

利
用
者
に
触
れ
る
際
は
、
指
先
で
は
な
く
手
の
ひ
ら
で

や
さ
し
く
支
え
る
こ
と
で
、
安
心
感
を
与
え
な
が
ら
動
き

を
導
き
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

介
助
者
が
一
方
的
に
動
か
す
の
で
は
な
く
、
利
用
者
自

身
の
動
き
を
待
つ
こ
と
で
、
残
存
能
力
を
活
か
し
た
介
助

に
つ
な
が
り
ま
す
。 

（
三
）
立
ち
上
が
り
は
「
上
」
で
は
な
く
「
斜
め
前
」 

立
ち
上
が
り
を
介
助
す
る
際
は
、
真
上
に
持
ち
上
げ
よ

う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
重
心
が
「
斜
め
前
」
に
移
る
よ

う
に
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

研
修
で
は
、
「
お
じ
ぎ
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
声

か
け
が
、
自
然
な
立
ち
上
が
り
を
促
す
う
え
で
効
果
的
で

あ
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

（
四
）
足
の
位
置
を
整
え
る
こ
と
も
重
要 

立
ち
上
が
り
が
難
し
い
場
合
、
筋
力
だ
け
で
な
く
足
の

位
置
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

 

底
が
し
っ
か
り
床
に
つ
い
て
い
る
か
、
足
が
前
に
出
過
ぎ

て
い
な
い
か
を
確
認
し
、
少
し
後
ろ
に
引
く
こ
と
で
立
ち
上

が
り
や
す
く
な
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

（
五
）
安
全
な
介
助
は
、
利
用
者
に
も
介
助
者
に
も 

や
さ
し
い 

研
修
で
は
、 

•  

利
用
者
の
動
き
を
待
つ 

•  

重
心
移
動
を
促
す 

•  

腰
で
は
な
く
股
関
節
を
使
う 

•  

身
体
を
ひ
ね
ら
ず
足
で
方
向
転
換
す
る 

と
い
っ
た
基
本
動
作
の
積
み
重
ね
が
、
安
全
な
介
助
と
腰
痛

予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

利
用
者
の
力
を
活
か
し
た
介
助
は
、
自
立
支
援
に
つ
な
が

る
だ
け
で
な
く
、
介
助
者
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。 

今
後
も
、
こ
う
し
た
学
び
を
日
々
の
支
援
に
活
か
し
て
い

き
ま
す
。 
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令
和
八
年
六
月
二
十
三
日
（
火
）
、
小
荒
間
地
域
の
防
災

を
考
え
る
会 

令
和
七
年
度
総
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

当
法
人
か
ら
は
、
常
務
理
事
・
仁
生
園
園
長 

竹
中
、
第

二
仁
生
園
園
長 

久
保
倉
、
法
人
事
務
局
長 

神
宮
司
、
事
務

企
画
部
長 

坂
本
、
防
火
管
理
者
・
事
務
リ
ー
ダ
ー 

青
山
の

五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
令
和
七
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
お
よ

び
会
計
監
査
報
告
、
な
ら
び
に
令
和
八
年
度
の
事
業
計
画
お

よ
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
の

防
災
力
向
上
に
向
け
た
継
続
的
な
取
り
組
み
と
、
関
係
機

関
・
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
連
携
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

総
会
後
に
は
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
北
杜
市
消
防
防
災
課

リ
ー
ダ
ー 

深
澤
朋
彦
氏
よ
り
、
北
杜
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
等
に
つ
い
て
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
演
で
は
、 

⚫
 

気
象
庁
が
発
表
す
る
予
報
や
気
象
警
報 

⚫
 

新
し
い
防
災
気
象
情
報 

⚫
 

令
和
八
年
度
よ
り
変
更
と
な
る
気
象
警
報 

情
報
収
集
の
手
段
と
し
て
、
北
杜
市
防
災
情
報
ポ
ー
タ

ル
、
山
梨
県
土
砂
災
害
警
戒
情
報
シ
ス
テ
ム
、
山
梨
県
総
合

河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
ご
説

明
頂
き
ま
し
た
。 

近
年
、
気
象
災
害
は
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て
お
り
、
日
頃

か
ら
正
確
な
情
報
を
収
集
し
、
早
め
の
避
難
行
動
に
つ
な
げ

る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。 

小
荒
間
地
域
の
防
災
を
考
え
る
会 

令
和
七
年
度
総
会
に
参
加
し
ま
し
た 

 



                              

                              

                            
 

～
二
階
喫
茶
に
て
「
野
点
」
を
開
催
し
ま
し
た
～ 

 先
日
、
当
施
設
二
階
の
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
に
て
、
利
用
者

様
を
対
象
に
「
野
点
（
の
だ
て
）
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
普
段
と
は
ひ
と
味
違
う
和
の
趣
あ
ふ
れ
る
雰

囲
気
の
中
、
心
静
か
に
お
抹
茶
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

ま
た
、
外
国
人
介
護
特
定
技
能
職
員
も
着
物
を
着
用
し

て
参
加
し
、
会
場
は
よ
り
一
層
華
や
か
で
あ
で
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
お
互
い
の
文
化
に
触
れ
な
が

ら
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
の
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
仁
生
園 
当
法
人
と
し
て
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
防
災

意
識
の
向
上
と
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

 

百
寿
の
お
祝
い 
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令
和
八
年
七
月
三
十
日
、
北
杜
市
よ
り
百
寿
の
お
祝
い
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
て

頂
け
る
よ
う
に
、
職
員
一
同
精
一
杯
お
世
話
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

 

お
健
や
か
に
ご
長
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
北杜市防災情報ポータル 

 
山梨県土砂災害警戒情報システム 

 
山梨県総合河川情報システム 
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道
中
で
は
、
つ
つ
じ
や
藤
な
ど
山
の
自
然
に
咲
く
花
々

を
見
つ
け
る
た
び
に
、
利
用
者
の
皆
様
か
ら
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
田
に
移
り
変
わ
っ
た
田
ん
ぼ
に

青
々
と
し
た
稲
が
広
が
る
景
色
も
、
こ
の
季
節
な
ら
で
は

の
美
し
さ
で
し
た
。 

三
百
六
十
度
山
々
を
見
渡
せ
る
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
を

通
過
し
た
際
に
は
、
普
段
は
あ
ま
り
多
く
を
語
ら
れ
な
い

男
性
利
用
者
様
か
ら
「
こ
う
い
う
企
画
が
い
い
ん
だ
」
と

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
職
員
に
と
っ
て
も
大
変
心
に
残

る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
広
大
な
畑
に
野
菜
が
植
え
ら
れ
た
野
辺
山
の
爽

や
か
な
景
色
を
楽
し
み
、
牛
乳
工
場
の
芝
生
で
は
飲
む
ヨ

ー
グ
ル
ト
を
味
わ
い
、
初
夏
の
風
を
存
分
に
感
じ
る
楽
し

い
ド
ラ
イ
ブ
と
な
り
ま
し
た
。 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

や
す
ら
ぎ 

～
行
っ
て
き
ま
し
た
野
辺
山
高
原
～ 

 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
良
さ
は
、
少
人
数
な
ら
で
は
の
柔

軟
さ
を
活
か
し
、
外
出
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
自
由
に

企
画
・
実
施
で
き
る
こ
と
だ
と
考
え
、
日
々
活
動
し
て
お
り

ま
す
。 

し
か
し
今
年
度
は
、
天
候
や
風
の
強
さ
、
職
員
の
調
整
な
ど

も
あ
り
、
な
か
な
か
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
特
に
皆
様
が
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
桜
の
時
期
の
お

花
見
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で

し
た
。 

そ
ん
な
中
、
新
緑
が
深
緑
へ
と
移
り
変
わ
る
六
月
、
よ
う
や

く
大
泉
・
清
里
を
経
由
し
て
野
辺
山
高
原
へ
ド
ラ
イ
ブ
に

出
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

利
用
者
様
か
ら
は
、
「
お
抹
茶
の
ほ
ど
よ
い
苦
み
が
お

い
し
い
」
「
練
り
切
り
が
上
品
な
甘
さ
で
食
べ
や
す
い
」

と
い
っ
た
お
声
も
聞
か
れ
、
皆
様
に
大
変
ご
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

和
の
文
化
を
感
じ
な
が
ら
、
季
節
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
、
心
和
む
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
も
、
利
用
者
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
、
日
々
の
生
活
に
彩
り
を
添
え
て
ま
い
り
ま

す
。 



                              

                              

                             

 

～
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
～ 

  

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
あ
ら
ま
の
入
居

者
の
皆
様
は
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
七
月
二
十
二
日
に
施
設
内
で
防
災
訓
練
を

実
施
し
、
こ
あ
ら
ま
の
入
居
者
の
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

今
回
は
、
夜
間
に
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
夜
間
は
職
員
一
名
で
対
応
す
る
た
め
、

各
居
室
を
順
番
に
回
り
、
お
一
人
ず
つ
声
を
掛
け
て
安
否
確

認
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
自
身
で
移
動
で
き
る
方
に
は

職
員
の
指
示
に
従
っ
て
フ
ロ
ア
へ
避
難
し
て
い
た
だ
き
、
付

き
添
い
が
必
要
な
方
に
は
職
員
が
同
行
し
、
避
難
誘
導
を
行

い
ま
し
た
。 

入
居
者
の
皆
様
は
落
ち
着
い
て
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
実
際
の
災
害
時
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、
職
員
間
で
も
避
難
経
路
や
防
災
用
品
の
保
管

場
所
、
防
火
設
備
の
設
置
場
所
な
ど
を
改
め
て
確
認
し
ま
し

た
。
防
災
頭
巾
に
つ
い
て
も
、
ご
自
身
で
着
用
で
き
る
方
が

想
像
以
上
に
少
な
く
、
日
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
を
想
定

し
て
備
え
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。 

 

～
花
の
苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
～ 

  

六
月
二
日
、
「
花
の
小
道
」
の
吉
田
社
長
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
花
の
苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
。 

今
年
は
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
を
植
え
ま
し
た
。
イ
ン
パ
チ

ェ
ン
ス
は
、
別
名
「
ア
フ
リ
カ
ホ
ウ
セ
ン
カ
」
と
も
呼
ば

れ
る
そ
う
で
す
。
吉
田
社
長
に
植
え
方
を
ご
指
導
い
た
だ

き
な
が
ら
、
参
加
者
そ
れ 

ぞ
れ
が
色
の
組
み
合
わ
せ 

を
考
え
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に 

丁
寧
に
植
え
付
け
ま
し
た
。 

色
鮮
や
か
な
お
花
が
、 

毎
朝
利
用
者
の
皆
様
を
出 

迎
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
利
用
者
の
皆
様
か
ら
は
「
こ
れ
が
本
当
の
地
震

だ
っ
た
ら
大
変
よ
ね
」
「
職
員
の
皆
さ
ん
が
い
な
か
っ
た

ら
、
ど
こ
へ
逃
げ
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
わ
」
な
ど
の
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
迎
え
ま
す
が
、
入
居
者
の
皆
様
が
体

調
を
崩
す
こ
と
な
く
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
職
員
一
同
、
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

こ
あ
ら
ま 

仁
生
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

  

～
進
藤
三
郎
さ
ま
よ
り 

花
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
～ 

 
 今

年
も
進
藤
三
郎
様
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
花
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

い
た
だ
い
た
お
花
は
、
中
庭
お
よ
び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
前

に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま 

す
。 来

園
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
、 

「
き
れ
い
だ
ね
」
「
元
気
が 

出
る
ね
」
と
大
変
ご
好
評
を 

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

進
藤
様
、
素
敵
な
お
花
を 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

～
ギ
タ
ー
の
音
色
と
歌
声
に
魅
せ
ら
れ
て
～ 

  

七
月
二
十
五
日
、
松
野
様
に
ご
来
園
い
た
だ
き
、
ギ
タ

ー
と
オ
カ
リ
ナ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ギ
タ
ー
の
音
色
に
の
せ
て
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

や
昔
懐
か
し
い
歌
を
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、
利
用
者
の
皆

様
も
一
緒
に
歌
っ
て
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
オ
カ
リ
ナ
の
や
さ 

し
い
音
色
に
癒
や
さ
れ
、
心 

温
ま
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま 

し
た
。 

松
野
様
、
楽
し
い
時
間
を 

あ
り
が
と
う
ご
ざ 

い
ま
し
た
。 



                             

                             

                              

愛
寿
会
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
が 

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 
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第
二
仁
生
園 

～
ラ
ザ
ウ
ォ
ー
ク
会
食
～ 

 

六
月
二
十
四
日
と
七
月
八
日
に
、
甲
斐
市
の
ラ
ザ
ウ
ォ
ー

ク
へ
外
食
に
出
か
け
ま
し
た
。 

フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
は
、
ち
ょ
う
ど
テ
ラ
ス
席
が
空
い
て
お

り
、
景
色
を
眺
め
な
が
ら
食
事
を
楽
し
め
た
利
用
者
さ
ん
も

い
ま
し
た
。
肉
う
ど
ん
、
ラ
ー
メ
ン
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
、
ビ

ッ
グ
バ
ー
ガ
ー
、
山
盛
り
ポ
テ
ト
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
メ
ニ

ュ
ー
の
中
か
ら
じ
っ
く
り
選
ん
で
注
文
さ
れ
る
方
、
「
こ
れ

に
決
ま
り
！
」
と
即
決
さ
れ
る
方
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し

く
ラ
ン
チ
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

食
後
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、
も
ち
ろ
ん
“
別
腹
”
。
最

後
ま
で
残
さ
ず
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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第
二
仁
生
園
の
定
番
曲
「
高
校
三
年
生
」
で
は
、
会
場
の

皆
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
み
、
最
後
は
「
ふ
る
さ
と
」
を
楽
団

の
伴
奏
と
男
性
合
唱
、
そ
し
て
会
場
の
皆
さ
ん
全
員
で
歌
い

上
げ
、
感
動
の
う
ち
に
終
演
し
ま
し
た
。 

「
ま
た
来
年
も
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
別
れ
の
挨
拶
を

交
わ
し
、
温
か
く
和
や
か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

～
山
の
音
楽
隊
が
来
園
さ
れ
ま
し
た
～ 

 
 八

月
二
十
二
日
、
「
横
浜
学
友
協
会
」
山
の
音
楽
隊
の
皆
さ

ん
が
来
園
さ
れ
ま
し
た
。 

 

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
夏
の
恒
例
行
事
、
サ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
♪
情
熱
大
陸
、
お
も
ち
ゃ
の
交
響
曲
、
日
本

レ
コ
ー
ド
大
賞
受
賞
曲
、
F

I

V

E
（
嵐
）
、
女
流
演
歌

歌
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
♪
な
ど
、
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
披

露
さ
れ
、
四
十
五
分
間
の
演
奏
は
始
ま
り
か
ら
大
盛
り
上
が

り
で
し
た
。 

 

 お心遣いをいただき、 

心から感謝申し上げます 

（令和 8年 6 月 1日～令和 8 年 8月 31 日） 

【物品のご寄附】（順不同） 

 

     ・坂本 忠征 様 

～
仁
生
園
へ
ご
来
園
の
皆
様
へ
の
お
願
い
～ 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
へ
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を

し
て
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
頂
き
、
厳
守
し
て
い
た
だ
く
様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

         
 
 
 

～
面
会
に
関
し
て
の
お
知
ら
せ
～ 

☆
正
面
玄
関
横
に
て
ガ
ラ
ス
越
し
で
の
面
会
及
び
、
施
設

外
か
ら
「F

a
c
e
T

im
e

」
を
利
用
し
た
面
会
に
加
え
、

喫
茶
い
こ
い
で
の
ア
ク
リ
ル
板
越
し
の
面
会
を
再
開
い

た
し
ま
し
た
。 

◆
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
が
必
要 

 

で
す
（
電
話
を
い
た
だ
い
た
日 

 

の
一
週
間
後
か
ら
予
約
を
承
り 

 

ま
す
）
。 

◆
来
園
前
の
二
週
間
は
、
ご
自
宅 

 

で
体
温
を
測
っ
て
下
さ
い
。 

◆
面
会
時
間
帯
は
午
前
九
時
半
～
十
一
時
の
間
で
十
五

分
間
で
す
。 

◆
少
人
数
で
の
面
会
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

☆
仁
生
園
で
は
、
ご
家
族
様
の
お
持
ち
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
、

ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を
利
用
し
た
「
テ
レ
ビ
電
話
形
式
」

の
面
会
が
可
能
で
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

※
感
染
症
の
状
況
に
応
じ
、
急
な
面
会
制
限
を
す
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
当
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

◆
御
用
の
方
は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
に
て
、
ご
用
件
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。 

◆
来
園
者
全
員
の
お
名
前
を
伺
い
、
検
温
を
し
ま
す
。 

◆
最
少
人
数
で
ご
来
園
く
だ
さ
い
。 

◆
体
調
に
少
し
で
も
不
安
が
あ
る
方
は
、
事
前
に
来
園

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。 
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